
北区多文化共生指針策定検討会（第３回）次第 

（平成２９年１１月２９日開催） 

１．開 会 

２．第２回目検討会の議事録の確認 

３．資料確認 

４．外国人対応職場からの講和 

①北区清掃事務所 所長 大石喜之

         技能長 有壁忠弘

②北区教育振興部 指導主事 増田謙太郎

５．経過報告 

６．多文化共生指針（案）について 

（将来像、基本目標、施策の方向） 

７．その他 

次回の予定 



1 

第２回区政モニター会議議事録 

１ 日 時 平成２９年１０月２１日（土） 午前１０時から 

２ 場 所 北とぴあ１４階スカイホール 

３ テーマ 多文化共生について 

４ 出席者 総務課長、総務主査、広報課長、広報主査、広報課職員、 

区政モニター ２５名

◎区民モニター

北区の中で、外国籍の人が北区に住んだときに、知り合える場というのはあるんで

しょうか。さっきのお話だと、道をすれ違うときに、ああ韓国語だなとか、中国語、

英語は割と聞くことが少ないと思うんですけど、外国の言葉を話されているんですが、

隣人として知り合うという機会がありません。そういう場は北区の中にあるんでしょ

うか。何か昔の中央図書館で国籍の違う人たちの言語をお互いに教え合う会があると

かって、逆に日本語を教えてあげる会もあるとかって聞いたことはあるんですけど。

そういう外国から来た人が、隣人を得るとか、隣人と知り合う、それから自分の文化

を日本人に伝えていくというような場は北区にあるのでしょうか。

◎区民モニター

外国の方が日本に住んでいただくには、やはり日本の国民性を重要な条件として、

外国の方も日本に住む、日本の様式に則った考えと性格を持ってもらわないと、日本

が日本ではなくなってしまうので、外国人を優しく受け入れることは必要ですが、過

剰によい条件をつけて住んでいただくというようなイメージを持たないほうが、いい

と思っています。

◎区民モニター

最初に、日本のルールをきちんと外国の方に理解いただくために、国と区が中心と

なって指導をしてもらうことが、お互いに安心して暮らせる社会につながるのではな

いかと思います。

その指導というのは、例えばアパート住まいの方であれば、その大家さんが何かで

きるかなということもありますが、大家さんは一緒に住んでいなかったりとか、お年

寄りでなかなか、同じ部屋に何人も住んでいらっしゃるような方も多くて指導が難し

いと。例えば指導員を募るなどして、生活について指導をする、後は外国人を雇う企

業にパンフレットを渡すなどして、組織を通じて指導する、そういったことができる

と、日本のルールをきちんと伝えるということができるのではないでしょうか。

社会保障においては、国民年金の受給資格が１０年に短縮されたわけで、こういう

ことをきちんと日本に来たときから知らせていって、年金に入っていただくというこ

とを通じて、将来その方が日本で例えば年をとられたときに、生活保護のお世話にな

資料１
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らなくてもいいようなことにつながるという事になるのでは。以上です。日本はちょ

っと外国人に優し過ぎるのではないでしょうか。

◎区民モニター

まず行政に、「こういうことをして」という方針みたいなものがないと、なかなか

我々末端でどうしたらいいかというのは、難しいのではないでしょうか。

それから、一つの例として、３０年ほど前にアメリカのほうに行きまして、そこで

はアダルトスクールとかっていうのがあって、高校の校舎を使って、アメリカですか

ら英語を教えるんです。入学というか、受講の手続だけ、その当時５０セント出せば

手続きできて、言葉を教えていたんですけど、だからそれを真似るということではな

いですけど、そういった制度も一つ参考にしてはいかがかと。いわゆるコミュニケー

ションが取れるということが最初の課題じゃないかと思われるので、そういったこと

も投資としてやるべきこと。

◎区政モニター

ご近所に外国人シェアハウス、６、７０の部屋があってそこで外国人の方が暮らし

ておられるんだけど、そういうことに関して、余り情報の提供が地域の方々にない、

もちろん交流もなかなかできない。治安上の対策すらちょっと分からない、その辺の

ところは不安感が出る、その辺を改善していくような方向性というのが必要では。

それから、地域とのコミュニケーション不足とか、あるいは地域のルールを知らな

いことによる、やっぱり日常生活のトラブルは色々ある。だけど、基本的には、まず

外国人の方がそこにお住まいになっているということを受け入れるという、基本的な

姿勢が改善すればいいかと。今日も、こちらに来られる前に不動産屋さんに寄って、

もし私が外国人だったら、アパートは入れますかという質問をすると、外国人だけと

いうのは、そのお店ではできませんということでした。やっぱりそれだけじゃ外国人

の方はご不便なので、もうちょっと広範な対応を取っていくことも大切だと思います。

そういう一つの流れで、地域の町会への加入というのは、なかなか進んでいないと

いうふうに聞いていますけれども、そういうことをもっと促進していただければ、地

域のコミュニケーションも取りやすくなる。

それから、外国人の方で特にイスラム教の方はベールをしていますけれども、やっ

ぱりこっちから声をかけにくい。ちょっと道を尋ねられたら、駅までご案内して、そ

うすると初めて交流、小さな交流ができるということで、そういうところから一つの

小さな経験から、外国人の方への対応ができる。

あと、情報提供につきましては、先ほどお話がありましたけど、やっぱりスマホは

もう外国人の方は日本人より色々とお使いです、自動翻訳機能が随分便利になってい

ますし、定型的な情報は北区でもそういうところに外国人の方用の窓口で、ごみの出

し方、区役所の開庁時間というかそういうものは電子ソフト、ＩＴを使ったやり方で、

情報提供ができるかと思います。

それから、日本人側の外国人に対する理解というのが、やっぱりなかなか進んでな

いというふうに思っていまして、特に宗教と生活が密接に関連しているイスラム教と



3 

かヒンズー教っていうのは、なかなか日本人は経験してないから、難しいと思うんで

すよね。ああいう服装されたり、食べ物の制限、あるいは断食という独特の習慣があ

ったり、そういうところを日本人側が理解しなきゃいけない。例えば、北区ニュース

なんかで出ている小さいコラム、各国の生活習慣とか宗教についてと、そういう連載

で少しずつ載せていただければ、我々の目につくということもありますし、決してイ

スラム教会、ＩＳみたいに言っている大変な宗教なのかというと、私は自分の経験か

らすると、そうではないと思います。やっぱり、日本人側もよく理解をすること。

ちょっと参考までに長くなりますけど、あるご近所の方が外国人の方にクッキーを

差し上げた。もらった人はその中に豚肉の成分が入っているかもと、怖くて食べられ

ない。だけど、捨てるのは申しわけないと、すごく悩むんですよね。そういうことも、

やっぱり宗教の生活に密接に関連しているし、細かいことですけど、日本人側も配慮

してあげたほうがよろしいかと思います。

◎区政モニター

その国の言葉を話せるコミュニティワーカーを雇えないかと。中国、韓国、インド

ネシア、バングラデシュ。つまり、その国の生活と言葉が分かる人を雇えないか。そ

れは、単なる通訳ではなくその人たちが抱えている課題をちゃんと分かる人を雇って

くれないかと。。こういうことの原則は当事者に聞くことでありまして、外国から来

ている人に立ってもらって、皆さんからそれぞれ話してもらったら、随分問題が分か

ったんじゃないだろうかと思います。

とにかく、当事者にしっかり話を聞いて、サポートする人たち、そういう仕組みを

作っていくべきじゃないだろうかと、こんなところが一番根幹になってくると思いま

す。

◎区政モニター

外国人同士の交流の場、それから外国人と日本人との交流の場が少ない。だから、

できたら区がそれを作る、区民が作るわけにもいきませんでしょうけれども、何らか

の形で区が促進する、そういう交流の場を作ってもらえるように、区の施設を利用さ

せるとか。そういうことを何かやっていただけないものでしょうか。

それから、やっぱり外国人には結局日本語を勉強してもらわないといけないですよ

ね。私も、以前外国生活していましたけれども、結局現地語を勉強しないといけない

んですよ。その現地語を勉強しなくちゃいけない。そういうことで日本に来る外国人

にも、日本語を勉強してもらわなければ

それから、日本に来ている外国人が、やっぱりその国の人たちだけで集まることが

あり得るわけですね。それを何か区が場所を提供するとか、そういうようなことで、

援助していただけないものだろうか。

それから、これは区の仕事かどうか分かりませんですけれども、永住権を取りやす

くする、長年北区に住んでいて、特に北区にプラスになるような外国人の方々、なか

なか分かりにくいかもしれませんが、そういう方々には優先的に永住権を取りやすく

してあげるということ。
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そのほかにも色々細かいのはありますけれども、主な意見は以上です。

◎区政モニター

子どもがいる世帯にとっては、まずは子どもが学校に行くと、学校ではかなり親し

くなるというので、日本にはかなりなじみが早くなってくる。その割にはその親は、

一切そのような教育の場に行っていませんので、なかなかなじめないというのが、た

びたび見受けられるということで、子どものためにぜひ親のほうも学校関係に来てく

れるのであれば、学校のほうから周知・理解、子どもがいる親のほうの日本に対する

文化の違い、また教育現場の違い等、まずは親にも理解してもらうというのが、子ど

もがいる世帯にはやっていただきたいなと思っています。

また、町内活動において、理解を得るのが難しいという話が出てきました。特に町

会費、また赤十字の寄附、お祭り等の寄附、この辺も日本の文化独特のものであり、

これがかえって町内会の参加を妨げているというところがありますので、これもやは

りもっと分かりやすく、親の世代、大人の世界、またマンションの管理人さん等に徹

底したリーフレット等を渡して紹介してもらいたいというふうに思っています。

後は、先ほどから地域に暮らす外国人の現状を知るというふうに話がありましたけ

れども、実際にそれを知り得ることによって、町内会、もしくは近所の人宛てに情報

公開をされているのかどうか、これは個人情報の問題がありますけれども、その辺が

情報公開されておらずに、地域で暮らす外国人の現状を知るといっても、それは無理

だと思います。例えば、私の住んでいる横のマンションに住みに来ましたという人が、

果たして何人なのか分からない、何人来たのか分からない、その分からない現状で、

何で現状を知るというのが出てくるのか、これがどこまで、果たして区のほうが地域

住民、もしくは町内会等に個人情報を公開できるかというふうな問題も絡んでくると

思います。この辺をちょっと区のほうの政策のほうで真剣に話していただきたいなと

いうふうに思っています。

あと、日常生活についてのトラブル、かなりこれからもっともっと発生してくると

思います。このトラブルが結構難しいようで、警察沙汰になることもありますし、そ

れでも警察は知らないよと。逆に言うとマンションの管理人さんに言ったら、マンシ

ョンの管理人は個人個人でやってくれというのも、多いです。特に外国の方だったら

もっと増えると思います。この辺を、どのような形で区が参入していって指導してい

くか。または基本的な施策をしていくかということが住民間の解決問題に入るんじゃ

ないかなと思います。まして、騒音の問題。これも全然理解してない場合があります。

特に集合住宅では、かなりの問題になっているんじゃないかという気がしますので、

この辺もまずは外国の方が、北区に例えば住民票を取るのであれば、その辺を区のほ

うの窓口、もしくは不動産屋、大家さん等に区が徹底した施策のほうをしていただき

たいなというふうに思っています。以上です。



多文化共生指針策定についての意見交換会（職員） 

日時  11月 15日（水） 17：30～19：00 

出席者 戸籍住民課  税務課  国保年金課 

    健康推進課  学校支援課  保育課 

    企画課 

【窓口対応等の実態把握】 

・入国してきたばかりで、言葉も分からず、何も持たず一人で手続きに来られると困る。 

 日本語のわかる人と一緒に来てもらうよう促す。 

 身ぶり手ぶりで乗り切れる時もある 

・留学生等、転入手続きに10人くらいでまとまってこられるので窓口が混雑する。 

 学校が管理をしているところは、学校でまとめて書類の提出をしてもらえるが、 

 学校が関与していない場合は、全員で来てしまう。 

・ベトナムも多いが、ウズベキスタンなども出てきている。 

・通称名を付けたがる人が増えてきている。（月２～３件） 

 つける必要性が分からない。（日本名の方が何かと便利だから？） 

 通称名を付ける用件を満たしていないと承認は受けられない。 

・留学生の場合、未申告者多い。国保料などに影響が出る 

・最近ネパール人（ベトナム、ミャンマー）が増加傾向にあるが、言葉が通じないため困る。 

 英語、中国語、ハングルはコミュニケーションボードを用意しているので対応が出来るが、

それ以外の場合は厳しい。 

・保険料を滞納している、そもそも制度を理解していない。 

・短期証の交付 

・手続きのことを分かっていないため、何の手続きもせず、出国している場合がある 

・ベトナム語はクラウドでも通訳が少ないため、なかなか繋がらない。 

・バングラが増えている。次にミャンマー、ネパール、ベトナム 

・健康診断時などは言葉が通じないと本当に困る。 

・外国人の母子訪問に行っても、本来の目的とは違う話で時間が過ぎてしまう 

肝心の子供の様子ではなく、その他の手続等、この際だから教えてもらいたい。ということで

そちらで時間を使ってしまう。 

・不法滞在の妊婦さんの場合、強制送還が出来ないので、日本で出産することになる。その後

… 

資料２



・外国人には就学義務が無い。それぞれの意識の問題 

・入学者数、年間 200 件程度、１５～６か国（うち半数は中国、続いて韓国、バングラ、ネ

パール） 

・就学後は、学校対応となる。 

・とつぜん来なくなる、出国している。届け出をする意識は無い 

・入学前に、通称名を付けたがる。 

・児童、生徒数における外国人の割合（H28 16,400人うち外国人は430人） 

・保育園でも同じ、突然帰国してしまう。 

退園していないため、保育料はかかり続ける 

・住基と連動している、居所不明で落ちる 

【何が必要と思われるか】 

・外国人専用窓口があるといい。 

必要とする section に繋いで、手続きを行える。時短にもなる。 

・職員向けに行政用語の英語研修があるといいと思う。 

簡単な単語だけでも、使えると違う。 

・ 



多文化共生指針策定についての意見交換会（課長級） 

日時  11月 24日（金） 16：00～17：00 

出席者 戸籍住民課   税務課   国保年金課 

    健康推進課   防災課   保育課 

    企画課 

・封筒に４ヶ国語で「必ず確認してください」と標記をしている。 

・ベトナムやミャンマーの人は、英語もできないので困ると職員から聞いている。 

・外国人でも年金に加入しなければならないという事は、日本人でも知らない人が多い。 

・国保など、給付狙いで来る外国人も多い。（日本の制度を食い物にしているのではないか） 

国保の広域化に伴い、パンフレットなどは多言語で東京都が作成、統一される。 

・国保の制度をキチンと理解してもらうためにも、入国の際に、本国の言葉で説明し「聞いて

ない知らない」などと逃げられないようにする。 

・保育園など、発達障害を見極めるのが難しい。言葉が分からないが故の行動なのか、発達に

問題があっての行動なのか… 

・健診等で言葉が通じないのは本当に困る。 

 また国によって、子育ての仕方が違う 

・文化の違いを模索していく必要があるのでは？ 

 日本人が、違うと思う事でも外国人にしてみれば、普通の事かもしれない。 

資料３



親しくして

いる

37%

あいさつ程

度

26%

ほとんどな

い

37%

外国人とどの程度交流がありますか？

区民まつりアンケート結果 

交流したい

78%

あまりした

くない

5%

わからない

17%

外国人と交流したいですか？
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日本のルール

ブック

36%

多言語サービ

ス

21%

日本語・日本

文化教育など

の支援

27%

多文化・多言

語理解などの

支援

16%

日本人と外国人がともに暮らしやすい町を実現するた

めに

何が必要だと思いますか？

思う

46%

やや思う

49%

思わない

5%

外国人にとって住みやすい町だと思いますか？



将来像 ３つの柱 取り組みの方向 推進施策 推進計画（現在取り組んでいる事業） 他自治体例

多言語及びやさしい日本語による窓口対応
通訳クラウド、コミュニケーション
ボード

窓口通訳支援

行政情報、各種案内等の多言語化
チラシ等の多言語化、通訳クラウド導
入

各種案内等の多言語化

ボランティアの活用の充実
国際交流協力ボランティアの派遣・協
力

日本語ボランティア養成講座

日本語学習支援団体の活用と充実 ボランティアプラザとの連携事業
ボランティア教室の充実、ボランティア養成講座
の実施、ボランティアグループのネットワーク化

外国人区民向け日本語学習の機会提供 外国人向け日本語講座の実施 親子日本語教室

外国人児童・生徒等への学習支援 日本語適用指導員・通級学級
高校進学ガイダンス、中学生への進学支援、日本
語学級設置、日本語担当教員配置

生活情報提供による生活支援 国際交流紙の発行
生活スタートブック、バスルートマップ、交通マ
ナー喚起ポスター、ごみとリサイクル

医療・福祉関連情報の充実
外国語版介護便利帳、生活保護のしおり、国保、
健診等

災害時に提供する情報の多言語化 防災講座の実施
防災イベント、防災啓発DVDの貸出（３ヶ国
語）、防災アプリ

日本人と外国人の交流の場の提供
日本人と外国人の調理実習等講座
日本語での会話や体験活動

多文化講座・イベントの実施
学習コーナー・情報コーナーの設置

イベント等における多文化共生の意識啓発
日本人と外国人で、文化や生活につい
てのディスカッション

多文化共生社会実現のためのイベント

学校における国際理解教育の推進
グローバル人材育成プロジェクト事業
（ネイティブALTの配置、英検検定料
補助）

青年海外協力隊員を学校へ派遣し、日本の国際
貢献活動を紹介する

外国人区民の町会・自治会等への加入促進

外国人の地域社会活動への参加支援
区政モニターへの外国人登用、ネットワーク事業
の推進

外国人の自立と社会参画を促すキーパーソンの育成
外国人支援に取り組むNPO/NGOなどの人材情
報の発掘と活用、交流の機会作り
地域の留学生との連携

多文化社会で活躍できる人材の育成 グローバル人材育成プロジェクト事業
外国人支援団体との連携による地域学習事業の展
開

多様な文化を尊重する心の醸成
小中学校のスポーツ大会やイベント等を通じて児
童・生徒間の交流

地域社会における異文化交流機会の充実 外国人ウェルカム商店街事業

外国人を含めた区民向けの異文化理解を深める機会の提供
（再掲）日本人と外国人で、文化や生
活についてのディスカッション

地域における多文化社会実現の推進 （再掲）外国人ウェルカム商店街事業 多文化イベント・講座の実施

区民活動団体との連携による多文化教育の機会の創出
外国人支援団体との連携による地域学習事業の展
開

多文化共生を推進する人材の育成 多文化共生コディネーター研修への参加

（再掲）イベント等における多文化共生の意識啓発 国際まつり

職員を対象にした多文化共生研修の実施 庁内連絡会議の設置

（案１）外国人区
民も地域社会を構
成する真の一員と
して、住民として
の責任を果たすと
ともに、積極的に
地域活動に参加す
る社会の実現

（案２）多様性を
尊重し、相互理解
を深め、互いの存
在を認め合い、安
心して暮らせる社
会づくり

（案３）下記の
キーワードを使用
し、新たに作成す
る
・多様性
・相互理解
・地域社会
・認め合う
・ともに
・自立
・主体
・多文化共生社会

多文化共生社会の普及啓発

（１）日本人と外国人が共に安心
して暮らすことができる環境の整
備

（２）多様性を尊重し、活かす
地域づくり

（３）地域における交流の充実

異文化理解の推進

情報提供の多言語化

日本語学習支援

日常生活における支援

多様性を尊重し支え合う意識
の醸成

外国人の地域参画

多文化理解と協力

【多文化共生指針体系図】
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②指針の進行管理

【参考】

現在の推進体制

庁内の連携強化にあたっては、庁内連絡調整のための会議体を設置します。

国際交流施策の推進と合わせた推進組織の設置を検討します。

③庁内の推進体制

（４）多文化共生社会を実現するための各主体の役割

①行政、NPO・ボランティア、企業、団体の役割と推進するための基盤整備

・区は、都や他自治体等との連携を進め、情報交換、施策展開にあたっての課題・問題点を共有し、必要に応じ連携・協働を推進する。

・NPOボランティアは、団体間のネットワークの充実や協働の推進に取り組みます。

施策の進行管理にあたっては、PDCAサイクルにより、施策の進捗状況や効果等を検証し、必要に応じて、見直し改善を図ります。

区  長 

諮問     答申 

多文化共生指針策定検討会 

連携   学識経験者１名      町会自治会長１名      パブコメ

支援団体       区内各種団体代表３名   日本語学校１名           区民 

関係機関       外国人学校１名      日本語適用指導員１名 

協力    公募区民１名       区職員１名 

                     事務局 

  報告及び    意見 

                   情報提供 

庁内検討会・担当者会議        

（課長級・職員の会議体）
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